
今年度の事業進捗について
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第4回熊本都市道路ネットワーク検討会
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１．事業進捗 熊本都市圏における道路網事業の進捗状況

凡例
赤 ： 事業中
青 ： 事業完了
桃 ： 調査中

➢ 熊本都市圏では、熊本県広域道路整備基本計画、熊本都市圏総合交通戦略等に基づき、都市圏内外の交流を支援す
る重要なネットワークとなる骨格幹線道路網や、高次都市機能を有する中心市街地等の拠点性アクセス性を向上するま
ちなか交通対策を推進

➢ 令和２年度からは熊本都市圏の新たな道路ネットワーク計画の具体化に向けて調査を開始
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１．事業進捗 前回検討会以降の道路網事業の進捗

➢ ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業の完了による鉄道高架化・既存踏切除去、 (都)春日池上線の４車線化完了による
東西軸の強化、(都)野口清水線をはじめとした幹線道路の整備による交通分散により、交通の円滑化が実現

（都）熊本駅城山線
事業中

豊肥本線高架化区間
約１km 2

N

鹿児島本線高架化区間 約６km

熊本西環状道路

熊本駅

上熊本駅

（主）熊本玉名線
本妙寺踏切

（都）春日池上線
R2.3事業完了

■「ＪＲ鹿児島本線等連続立体交差事業＋都市計画道路春日池上線」の整備完了



■「国道57号 北側復旧道路」の開通
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立野

▼ 国道57号北側復旧道路と周辺の復興状況
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今回開通区間

令和2年10月3日開通

JR豊肥本線
令和2年8月8日復旧

阿蘇西IC車帰IC

大津東IC

大津IC 今回開通区間

令和2年10月3日開通

東西断面

内牧

市ノ川

:写真撮影位置

▼ 今回開通区間の開通直後の様子

資料：北側復旧道路は交通量常時観測データ，国道57号、ミルクロード、俵山ルートは交通量観測結果
開通前：令和２年9月9日(水)、開通後：令和２年10月7日(水)
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▼ 開通区間の交通量の変化
［東西断面］(台/日)

〈北側復旧道路開通直後の状況〉

ミルクロードの
交通量は
約８割減少

断面交通量は
約1.4倍

R2.10.3撮影

至 熊本市

至 竹田市

写真①

約４割が
北側復旧道路

を利用

➢ 北側復旧道路の開通直後の交通量は約15,800台/日
➢ 開通直後の東西断面の交通量は約1.4倍となり、そのうち約４割が北側復旧道路を利用

写真

１．事業進捗 前回検討会以降の道路網事業の進捗

令和2年10月23日付け熊本河川国道事務所ＨＰに掲載



新規事業
着手

地域高規格道路
位置付け

構想段階
調査着手

（参考）事業ステップ 着実なステップアップを図る事業の進め方

■事業の進め方
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STEP５

事業実施
STEP４

詳細な計画
STEP３

計画段階
STEP２

構想段階
STEP１

道路コンセプト

＜新たな道路ネットワーク＞

（参考）事業モデル
中九州横断道路 大津熊本道路

熊本都市道路ネットワーク検討会
（第1回～第3回）

必要なネットワーク機能の
イメージを共有

H25

都市計画

計画段階評価
新規事業
着手

配慮書 方法書 準備書 評価書

H29 H30 R1H27 R2

R1

環境アセスメント

都市計画手続き

計画段階での

地域との合意形成

R2

現時点検討中

空港アクセス
20分

港アクセス

ＩＣアクセス
10分

ＩＣアクセス
10分

STEP５

事業実施
STEP４

詳細な計画
STEP３

計画段階
STEP２

構想段階

R1

環境アセスメント※

※環境アセスメントの検討期間は対象路線により異なる。

新広域道路交通計画への
位置付けを検討

熊本都市圏と九州各県主要都市を１５０分
で結ぶ日帰り交通圏を確立 （１５０分構想）

資料：熊本県広域道路整備基本計画

STEP１

道路コンセプト
H27～


